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上越市でフォーラムを開催 

社会全体で子どもをはぐくむ運動 
 １１月２９日(金)にユートピアくびき「希

望館」(上越市)で「社会全体で子どもをはぐ

くむ運動」フォーラムが開催され、全県から

約２００名の参加がありました。 

 

 今回のフォーラムは、「多様な主体との連

携」をキーワードとして、上越地区で先進的

な実践をしている地域団体、大学、ＮＰＯ、

学校(職場体験)の事例をお聞きするととも

に、グループでの演習を通して、子どもたち

を健やかに育んでいくための教育環境づくり

について考えを深めていくことをねらいとし

て開催されたものです。 

 

 午前は、開会式に続いて「子どもたちの健

やかな成長のために ～一人ひとりが地域の

子育てサポーター～」をテーマに、４名のパ

ネリストとコーディネーターによるトーク

セッションが行われました。 

 パネリストの藤井清比古様（上越市中郷地

区公民館協力員）からは「中郷の子どもを育

てる会」を中心とした実践をお話しいただ

き、石野正彦様（上越教育大学教授）から

は、上越教育大学のボランティアカリキュラ

ムについてお話しいただきました。秋山三枝

子様（くびき野ＮＰＯサポートセンター理事

長）からは、上越地区で子どもが育つ環境づ

くりに貢献しているＮＰＯの活動や運営、そ

の成果と課題を紹介していただき、佐藤賢治

様（前上越市立春日中学校長）からは、上越

市の全中学校で実施している５日間の職場体

験についてお話しいただきました。その後、

コーディネーターの望月正樹様（妙高市立妙

高小学校長）と４名のパネリストの皆さんと 

で、たいへん熱のこもったトークセッション

をしていただきました。 

 

 午後からは、分科会を実施しました。 

 分科会のテーマは、第１分科会が「地域の

子どもは地域で育てる」、第２分科会が「大

学による地域貢献」、第３分科会が「子ども

が育つ環境づくり」、第４分科会が「子ども

の社会性を育む職場体験」でした。 

 それぞれの分科会で、はじめにトークセッ

ションでのパネリストの方から補足発表があ

り、その後フリップ方式でのグループ演習と

発表を行いました。 

 

 参加された多くの皆様から、様々な立場で

活躍されている方々の具体的な実践と提言を

お聞きするとともに、いろいろな立場の方と

話し合うことができ、たいへん有意義な

フォーラムであったとの評価をいただきまし

た。  

トークセッション 



生涯学習関係の団体・サークルの皆さん 

ラ・ラ・ネットでマイページを作りませんか 

 当センターではインターネット上で「新潟

県生涯学習情報提供システム ラ・ラ・ネッ

ト」を運営しています。ラ・ラ・ネットは学習

情報だけではなく、利用者の皆様にコミュニ

ケーションの場も提供しています。 

 県内で活動する生涯学習関係の団体、公民

館などで活動するサークルの皆さんが、ホー

ムページ作成の知識などを必要とせずに、ラ・

ラ・ネット上に「マイページ」というページを

作ることができます。 

 「マイページ」には以下のような内容を掲載

することができます。 

 

①団体やサークルの紹介 

②主宰するイベントの登録と告知 

③活動の様子をお知らせするブログ 

④その他、各種お知らせ 

学習する機会や講師・指導者を探している方 

生涯学習相談を御利用ください 

 御利用には当センターへの登録が必要で

す。自分たちの活動を広くＰＲしたい方、サー

クルのホームページを作りたい方など、多く

の皆様の御利用をお待ちしております。 

（上越おもちゃ病院様のマイページから） 

 当センターでは、生涯学習相談コーナーや

電話等で生涯学習に関する相談を随時受け付

け、専門の相談員がお答えしております。 

 昨年度は６０７件、今年度は１２月末現在

で６５８件の相談がありました。 

 この度、より充実した生涯学習相談の提供

のため、利用者の方にアンケート調査を実施

しました。 

 そのうち、講演会等の講師を紹介した方へ

のアンケート結果では、２０名中１９名の方

から「期待以上、または期待どおりの講師で

あった」という回答をいただきました。 

 当センターが運用しているラ・ラ・ネット

のデータベースには、未公開の方も含めて

1,000名以上の方から指導者登録をしていた

だいています。相談をいただいた方には、主

にそのデータベースの中から講師の御紹介を

させていただいています。 

 現在、当センターでは、自分の経験や知識

を県民の皆様に提供してくださる指導者の登

録をお待ちしています。登録を御希望の方は

当センター学習情報課まで御連絡ください。 

 

 当センター１階には生涯学習相談コーナー

を開設しています。 

 コーナーでは県内の生涯学習に関する資料

やイベントのチラシ等を御覧いただくことが

できます。また、相談員が常駐し、生涯学習

に関する相談を受け付けています。開室時間

は火曜日～金曜日の13:00～16：30です。 

 

 当センターでは、今回のアンケートを基

に、さらに充実した生涯学習相談を進めてま

いります。学習の場や講演会の講師探しな

ど、どうぞお気軽に相談をお寄せください。 



メディア研修特別講演会 

映画は国境を越えるか？ 

しめきり迫る 

自作映像・視聴覚教材コンクール 

 １１月２６日に県立生涯学習推進センター

ホールで、東京情報大学の伊藤敏朗教授を講

師にお迎えし、特別講演会を開催しました。

学校関係者や社会教育関係者、一般県民の

方々など、５９名の参加がありました。 
 伊藤教授からは、映像制作を通して、表現

する力、プロジェクトを遂行できる力、仲間

や地域と共生・協同できる力が育まれること

を、地域映像番組の制作に関わる学生の活動

の様子をもとに御講話いただきました。 
 また、伊藤教授監督作品のネパール映画

「カタプタリ～風の村の伝説～」の上映をは

さんで、ネパールとの出逢い、映画制作への

想いを語っていただき、ネパールの自然や文

化の素晴らしさを身近に感じられる素敵な講

演会になりました。 
 映像を通して、参加者一人一人がネパール 

 当センターでは、県内の映像教材の自作

と活用の促進、児童生徒の情報を活用する

力・情報の科学的理解・情報モラルを身に

つけた子どもの育成及び変化する社会の様

子の記録・保存・活用の促進を図ることを

目的に「平成２５年度新潟県自作映像・視

聴覚教材コンクール」を開催しています。 

 詳しくは当センターホームページ「ラ・

ラ・ネット」にアクセスし、トピックス一

覧へと進み、開催要項を御覧ください。ま

た、ラ・ラ・ネットより過去の入賞作品２

点を見ることができます。 

（URL http://www.lalanet.gr.jp） 

 

スマートフォン等で見るには、右

のQRコードから進んでください。 

（環境によっては見られない場合

があります。） 

の人々の細やかな感受性や優しい人間性、美

しい自然に触れることができました。伊藤先

生の映像制作に関わる想いや姿を通して、映

像制作が人々の文化交流を推進する力になっ

ていることを実感しました。 

開催要項より【抜粋】 
 

【募集部門】 

  ・児童生徒部門 

  ・学校教育部門 

  ・社会教育・地域映像部門 

【応募資格】 

  ・県内の学校に在学の児童・生徒・学生 

  ・県内に在住、又は県内の事業所に勤務

するアマチュアの個人又はグループ 

【募集締切】平成２６年１月３１日(金) 

伊藤教授の講演 



 新潟県生涯学習情報提供システム「ラ・ラ・ネット」 

 http://www.lalanet.gr.jp/ 

 http://www.lalanet.gr.jp/m（携帯版） 

 家庭教育・子育て電話相談「すこやかコール」 

 TEL：025-283-1150 FAX：025-284-6019 

 生涯学習相談・情報提供 

 TEL：025-284-6119 FAX：025-284-6019 

 Mail：lalasoudan@mail.lalanet.gr.jp  

生涯学習に関係する機関・団体等へ施設・視聴覚教

材の貸出を行っています。 

 

貸出施設：ホール（１８６名） 大研修室（１００名） 

（視聴覚教材・機材の貸出は登録が必要です。） 

施設等の貸出 新潟県立生涯学習推進センター   

  新潟市中央区女池南3-1-2 
 

  TEL：025-284-6110  FAX：025-284-6019 

  Mail：nlpc@mail.lalanet.gr.jp  

  ホームページ：http://www.lalanet.gr.jp/ 

  Twitter：http://twitter.com/lala_nlpc/ 

さわやかメール 

これからの上映予定 

映画・ビデオ鑑賞会 季節の上映会 

 当センターのホールで開催する季節の上映

会で野川由美子主演の「かあちゃん」と「炊

飯の科学」を上映した後のことである。白髪

の人生の先輩が、「やあ、ご飯が後でよかっ

たよ。」「かあちゃんの後、すぐにホールを

出なければいけないと、無様な泣き顔をさら

さなければいけないところだった。」とつぶ

やきながら帰って行かれた。 

＜これからの上映予定＞ 

１月２６日（日）13:00～15:20 

  「シェーン」 
２月 ７日（金）13:30～14:30 

  「泥棒と殿様」「京都～千二百年を歩く～」 
２月２１日（金）13:30～15:30 

  「小泉今日子 ヒマラヤの赤い自転車」 
２月２３日（日）13:00～14:30 

  「二重被爆～語り部山口彊の遺言」 
３月２３日（日）13:00～15:20 

  「お茶漬けの味」 

 当センターが購入した視聴覚教材や保有し

ている貴重な映像を、毎月３回（「映画・ビ

デオ観賞会」日曜日１回、「季節の上映会」

平日２回）、当センターホールを会場に上映

しています。 

 各回定員１８６名（先着順）で入場は無料

です。 

 ３月６日（木）、３月１３日（木）にも

「季節の上映会」を予定しています。上映作

品は１月下旬頃決定する予定ですので当セン

ターまでお問い合わせください。 

 「かあちゃん」は、いい映画だったという

最高の賛辞だった。「泣かせます」などとい

うテーマの上映会もいいかもしれない。「泣

きたい方は、タオルを持ってお出かけくださ

い。」をＰＲのキャッチコピーに使えるかも

しれない。そんな話題で盛り上がった。 

 

 泣けるかどうかは一人一人の感じ方の違い

だが、感動を素直に表出できる場の提供はい

いこととの結論に達した。さて、実現なる

か。 

 


